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業界分析

3つの重要な転換点
マûハニチロ→Umios
2026年3⽉1<⻝のソúュー·ョン企
業=へ転換2⽣成AI<MNGPT=の利
⽤率71%を達成し1÷¸タû前提の経
営を実現しvい~す2

NTTの陸上養殖
宮城県気仙沼市w⼤規模循環式養殖施

設を建設2IoT/ICT技術w⽣物学的限
界を突破する試�wす2

フィッ·ュパ¹のDX
全国400以上の河川·漁協x提携し1
<⽣物多様性DX=を社会実装2÷¸
タûプùッøフォームw新たな価値を

創造しvい~す2
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ケーススタディ

フ³ó·ュパ¹のô´ンターボエン¸ン

こ~ネッøワーク効果{よº1フ³ッ·õパス�単z»チケッø販売業者w�zく1河川⽣態系~プùッøフォーマーxしv~地位

を確⽴しvいます2

提携河川~増加

全国400以上~漁協·河川がプùッø
フォーム{参加

利便性向上

24時間yこwも遊漁券が購⼊可能{

öー¶ー増加

釣º⼈が²プúを利⽤し1÷ータが蓄

積

価値創出

⽣物多様性÷ータが企業~TNFD対応{
活⽤

環境改善

新たz資⾦流⼊w河川環境が向上
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経営者x~提⾔

5つの戦略的アクション

1
²ナロÀ前提を捨vる

ビ¸ý¹プロセ¹を<÷¸タル/⽣成AI前提=w再設計2すyv~資産を÷ータ化し1AI|処理可能z状態{するこx
|必須wす2

2 Coreを明確化する
⾃社~本質的価値(育種技術1加⼯þ¶ÿ¶1調達網)を÷¸タル形式w確⽴し1AI|²¿セ¹可能{します2

3
無選択型経済圏x~準備

マーÁö³ンÀ予算を広告{らAI最適化(AIO)x·フø2サプラ´チ·ーン~透明性を⾼め1AI{ら~信頼¹コ²を向
Nさせます2

4
ô´ンターボ¸ン¸ン実装

物理AI·⽣成AIw効率化(Turbo 1)を徹底し1プラóøフ¹ームや¸コ·¹öムwýóøワー¿効果(Turbo 2)を狙いま
す2

5 AI協働⼈材~育成
AIを<部O=xしv使いこzせる⼈材を育成2AI{�代替w}zい共感価値や創造的課題発⾒~¹キルを評価します2
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